
Research Trends on the Haida People in the
Northwest Coast Region of North America

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-12-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 岸上, 伸啓

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00010007URL



岸上　　北アメリカ北西海岸地域のハイダ民族に関する研究動向について﻿　

387

北アメリカ北西海岸地域のハイダ民族に関する 
研究動向について

岸上　伸啓
（国立民族学博物館）

1 はじめに
2 民族誌および総論的研究
3 人間集団の拡散・変化に関する遺伝学

的研究および考古学的研究
4 社会組織に関する研究
5 文化に関する研究

5.1 ポトラッチ儀礼とトーテムポール
5.2 神話・口頭伝承・ディスコース・

象徴
5.3 動植物利用

6 文化・社会変化に関する研究
7 現代的課題に関する諸研究

7.1 政治問題
7.2 遺骨・文化財の返還
7.3 生態的環境をめぐる問題
7.4 言語問題
7.5 アート
7.6 観光
7.7 教育

8 結語―ハイダ研究の動向と課題

1 はじめに

　ハイダ民族は，2021年現在，アメリカのアラスカ州南東部沿岸，およびその南西方向
の沖合にあるカナダのハイダ・グワイ（旧称クイーン・シャーロット諸島）を拠点とし
て生活を営んでいる（地図 1 ）。現在のアラスカ側の拠点はハイダバーグであり，カナダ
側の拠点はオールド・マセットとスキドゲイトである。カナダのハイダ人（ハイダ民族
の人ないしは人びと）の多くは，リザーブ（オールド・マセットとスキドゲイト）を離
れ，都市やそれ以外の市町村に移り住んでいる。カナダ国内のハイダ人の総人口は，約
4,500人と考えられ，そのうちの約2,500人がハイダ・グワイに居住している1）。
　ハイダ・グワイのハイダ人がヨーロッパ人と最初に接触したのは，スペイン人の探検
家フアン・ぺレス（Juan Perez）がハイダ・グワイのランガラ島（Langara Island）とア
ラスカのドル島（Dall Island）を来訪した1774年だと考えられる。当時，ハイダ人は他
の先住民族と毛皮交易などを行っており，ヨーロッパ人相手でも交渉がうまく，優れた
交易者であると考えられていた。また，物品の略奪や奴隷を手に入れるために近隣の他
民族の村々を時おり襲撃していたため，好戦的な民族でもあると見られていた。
　北西海岸地域の他の先住民族の場合と同じく，ラッコの毛皮交易はハイダ人にも巨万
の富をもたらし，首長層が富を蓄積するとともに，トーテムポール制作やポトラッチな
どの儀礼活動が活性化した。華々しい先住民文化を開花させたが，その繁栄は一時的で
あった。1862年にバンクーバー島のビクトリア砦に伝わった天然痘がその周辺に滞在し
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ていた先住民グループに伝染し，彼らがその病気を母村へと持ち帰ったため，北西海岸
地域全域に広がった。特にハイダ社会では全人口の70％～90％にあたる人が死亡したと
推定されている（Boyd 1999; 岸上 2021a: 64－65）。このためハイダ社会は大きな変化を
余儀なくされた。人口は1910年代半ばごろ最少となったが，それ以降，回復してきた。
　ヨーロッパ人の入植やカナダ政府の先住民政策の実施はハイダ社会に大きな変化を引
き起こす要因となった。1885年から1951年にかけてカナダ政府はインディアン法によっ
てポトラッチなどの宗教儀礼の実施を非生産的でかつ反キリスト教的であることを理由
に禁止した。これによりポトラッチだけでなく，これに関連する親族組織や踊り，トー
テムポール制作などまでもが衰退した。しかし1951年にカナダ政府が先住民の人びとに
宗教の自由を認めると，ハイダ人は，大学や博物館，そしてそれらの機関に所属する研
究者の支援を受けながら，ポトラッチやトーテムポール制作を復興し始めた。また，1960
年代から米国先住民の影響を受けて，土地権の獲得などを目指す先住民運動も盛んになっ
た。1960年代になると文化復興運動は「インディアン・ルネッサンス」と呼ばれるほど
の活況を呈した。その後も伝統の創造的継承や政治的な権利獲得，経済的自立を目指し
た活動を続けてきた。
　本論文の目的は，ハイダ民族に関する研究動向について文化人類学分野を中心に整理，
検討することである。さらに，その整理・検討に基づいて今後の研究課題を提案したい。
本論文の構成は，続く第 2 節では民族誌的研究，第 3 節では遺伝学的研究と考古学的研

地図1　ハイダ・グワイの位置
（出典：�時事新聞社ホームページ「世界遺産と先住民　ハイダグワイ」）
https://www.jiji.com/jc/worldcup2018?s=v4&id=201410canada-haidagwaii&p=201410canada-haidagwaii-map
＊本論文では，「ハイダグワイ」は「ハイダ・グワイ」，「スキディゲイト」は「スキドゲイト」と表記する。
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究，第 4 節では社会組織に関する研究，第 5 節では文化に関する研究，第 6 節では文
化・社会変化に関する研究，第 7 節では現代的課題に関する研究を紹介する。第 8 節で
は，研究動向と課題について整理し，考察を加え，結論を提示する。

2 民族誌および総論的研究

　ハイダ民族についてはジョージ・ドーソン（George Dawson）やジェイムズ・G・スワ
ン（James G. Swan），キリスト教宣教師，文化人類学者らによる報告（たとえば，Boas 
1890; Collison 1915; Dawson 1880; Murdock 1934a; Niblack 1890; Swan 1876）がある
が，ハイダ民族の研究の始まりは，ジョン・H・スワントン（John H. Swanton）による
民族学的研究である。彼は，アメリカ自然史博物館のジェサップ北太平洋調査プロジェ
クトの一環として1900年 9 月末から1901年 8 月初めまでの約10か月間，ハイダ・グワイ

（旧称クイーンシャーロット諸島）で現地調査を実施した。彼の調査目的は，ハイダ民族
の宗教，社会組織，言語に関して記録を残すことであった（Swanton 1905a: 9 ）。その
成果は，『ハイダ民族学への諸貢献（Contributions to The Ethnology of the Haida）』

（Swanton 1905a）として刊行されている。この民族誌は，世界観やシャーマニズム・妖
術，医療，慣習やタブー，遊び（ゲーム），クランや家族などの社会組織，歴史（特にハ
イダ人の起源），家族の紋章と名称，アートの中に表象される紋章と神話，秘密結社とポ
トラッチ，スキドゲイトやマセット2），アラスカのカイガニに伝わる昔話など，ハイダ
民族の家族集団と村に関する民族誌的情報を満載している。本書は，ハイダ民族関連文
献の中においてもっとも重要な基本文献であり，文化人類学的研究のベースラインとなっ
ている。また，スワントンは，ハイダ民族の暦，クラン制度，秘密結社，伝説や神話に
ついても論文や報告書を出版している（Swanton 1903; 1904; 1905b; 1905c; 1908）。
　スターンズ（Stearns 1981）は，カナダ社会に包摂され，インディアン法の下で管理
されていた1970年代の（オールド・）マセットのハイダ・コミュニティにおいて世帯，
家族，婚姻，母系制，経済や儀礼的交換について現地調査を実施し，ハイダ民族の文化
と社会関係の変化と連続性を検証している。彼女は，ハイダ人が母系に基づいて儀礼生
活を営み，変化しつつも伝統的価値観を保持していることを例証した。ブラックマンら
はハイダ文化の概略について解説している（Blackman 1990; Duff and Kew 1958; 岸上 
2020）。また，1960年以降1980年代までのハイダ文化についてはスターンズ（Stearns 
1990）の著作がある。さらにアラスカ南東部プリンス・オブ・ウェールズ島のカイガニ・
ハイダに関する写真民族誌的研究（Blackman 1973a; 1981）やハイダバーグ周辺の現代
のコミュニティに関する報告（奥田 2018a; 2018b）がある。
　ハイダ文化に関する民族誌研究の数は多くはないが，最近，ハイダ・グワイのオール
ド・マセット村でフィールド調査を行った J. ワイス（Weiss 2018）が，ハイダ・ネー
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ション（ハイダ民族全体を意味する現在の名称）の過去，現在，未来に関する民族誌を
出版した。彼は，ハイダ・グワイを，（1）ハイダ人が教育や仕事のために島外に転出し
ても，将来，戻るだろう場所，（2）非ハイダ人が森林資源などを開発する場所，（3）ハ
イダ人のリーダーシップによって資源開発から守るべき場所であると指摘し，ハイダ・
グワイにおけるハイダ人の未来を創り出すことの重要性を検討している。かつての植民
地政府やヨーロッパ系移民は，カナダの先住民社会は消えゆく宿命を背負っていると考
え，ハイダ人を「文明人」に変えようとした。しかし，現実には彼らは物理的に消滅す
ることはなく，歴史を積み重ねさまざまな未来を創り続けている。ワイスは，ハイダ人
の時間や移動，政治的リーダーシップは，ヨーロッパ系カナダ人による植民地体制の中
で環境破壊の危機の克服や政治的主権の確立，自治権の獲得などが，カナダにおいて未
来を創り出すための戦略の中核であることを指摘している。過去から現在に至る変化で
はなく，未来を創り出すことに焦点をあわせた点に同書の独創性がある。
　民族誌的調査は，おもにハイダ・グワイのオールド・マセット村で行われており，ス
キドゲイト村ではほとんど行われていない。このことは 2 つの村の形成史と関連してお
り（岸上 2021a: 65－66），伝統的文化が後者よりも前者に色濃く残っていると人類学者
がみなした結果であると私は考えている。

3 �人間集団の拡散・変化に関する遺伝学的研究および考古学的
研究

　ハイダ・グワイを含む北アメリカ北西海岸地域に人類がいつ移動し，住み始めたかを
解明することは，人類史を検討する上でも重要な研究課題のひとつである。レスネクら

（Lesnek et al. 2018）は，かつての氷河の後退や海洋・陸上の生態環境を考慮に入れて
考察した結果，旧大陸からアラスカに入ってきた人間集団は，約17000年前から南東ア
ラスカを経由する北西海岸沿岸ルートを通って新大陸に拡散していったと主張している。
また，リンドら（Lindo et al. 2017）は，DNA 分析によって北西海岸地域の先住民の間
では少なくとも10300年以上の遺伝子の連続性が見られることを指摘した。さらに，彼
らは，北アメリカ大陸のシュカ・カー（Shuká Káa, 旧地名 On Your Knees Cave）にい
た人びととは別系統の人口集団が更新世後期に存在していたと推測している。シュール
ら（Schurr et al. 2012）は，トリンギット集団とハイダ集団の持つミトコンドリア DNA 

（mtDNA）と Y 染色体（Y-chromosome）を比較し，両者とも「北方的遺伝子」を共有し
ている一方で，遺伝学的に見ると相互に独自の集団であることを提示した。また，母方
クランの系統が mtDNA に強く影響をおよぼしている点や非先住民男性がハイダ人の Y

染色体の多様性に大きく影響をおよぼしている点を示した。オウィングズ（Owings 2019）
は，ヨーロッパ人による植民地化が先住民集団にどのような影響を及ぼしたかを古代



岸上　　北アメリカ北西海岸地域のハイダ民族に関する研究動向について﻿　

391

DNAを援用しながら推定している。
　氷河期後期と完新世初期に北アメリカ北西海岸地域では海進海退が見られた。13000
年前から9500年前の間のハイダ・グワイ南部の海岸線は，現在，海中に没している一方，
9200年前から3000年前にかけての海岸線は現在の海抜15メートルまでの雨林の中にある。
現在の海岸線は3000年前から2000年前にかけての海岸線とほぼ同じ位置である。過去 1
世紀ないし 2 世紀の間の海岸線は今から9400年前の海岸線とほとんど変わらない。考古
学と古生態学を統合して研究を行い，古代の海岸線をモデル化すれば，ハイダ・グワイ
地域にある完新世初期の考古学遺跡を発見できるとフェジャとクリステンセン（Fedje 
and Christensen 1999）は主張する。また，マッキーとマクラーレン（Mackie, Fedje, and 
McLaren 2018）は，カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州沿岸の海水面の変化を考古
学的に再構成している。
　フェジャらは，ハイダ・グワイにおける人類史と環境に関する論文集を刊行している

（Fedje and Mathews eds. 2005）。彼らは，ハイダ・グワイの海進海退に関係する遺跡の
位置に関する研究や環境データと考古学データを総合した文化史研究，口頭伝承に基づ
く文化史の再構成を行っている（Fedje and Mackie 2005; Fedje and Mathews 2005; 
Kii7iljuus （B. J. Wilson） and Harris 2005）。
　考古学者でカナダ文明博物館（現在のカナダ歴史博物館）の館長を務めたマクドナル
ドは，ハイダ民族に関する考古学研究（MacDonald 1973; MacDonald and Cybulski 1973）
のほかに，ハイダ民族のアートに関する著作を出版している。1875年頃から1900年頃に
かけてハイダ・グワイのマセットやスキドゲイトを訪れた写真家がハイダの栄枯盛衰の
様子を多数の写真に残している。マクドナルドは，敷地の図面および15の主要な村と複
数の小さな村に残っている家屋とトーテムポールの目録を作成している。彼は，考古学
やエスノヒストリーなどを利用してハイダ人の村々の物理的構造を示すとともに，家屋
やトーテムポールがいかに神話や家族史，ハイダ人のコスモロジーと関係しているかを
論じている（MacDonald 1983）。また，マクドナルドらは，ハイダ人の墓に関する考古
学調査を実施し，その成果を報告している（Cybulski 1973; MacDonald 1973; MacDonald 
and Cybulski 1973）。さらに，マクドナルド（MacDonald 1989）はハイダ・グワイの文
化遺産と遺跡についての本を出版している。T. オチャード（Orchard 2001, 2007; Orchard 
and Szpak 2015）は，伝統期から毛皮交易期にかけての経済活動の変化と持続性を環境
考古学的な視点から解明している。
　ラングドン（Langdon 1979）は，カイガニ・ハイダ（Kaigani Haida）は海洋適応して
おり，オヒョウや底魚類，シロザケを捕り，オヒョウやタラのいる浅堆に近い場所に集
落を形成する一方，トリンギットは 3 ， 4 種類のサケが遡上する川の近くの入り江に集
落を形成すると指摘した。アラスカ南東部プリンス・ウェルズ半島沿岸で発掘調査を行っ
たモス（Moss 2008a）は，動物遺存資料から民族を同定することも，文化の適応や進化
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的変化を特定することもできないと報告している。また，カイガニ・ハイダは，1700年
代にディクソン海峡を横断してアラスカ島南部のプリンス・ウェールズ半島へと移住し
たが，モス（Moss 2008b）は，ハイダ人は，レッド・シダーがハイダ・グワイで現在と
同じ程度に繁茂し始めた3000年前ごろにレッド・シダーを材料として大型カヌーを作る
ことができるようになり，海を航海するようになったと指摘している。
　N. スロアン（Sloan 2003）は，カリフォルニア産アワビ貝がハイダ民族のアート，言
語や家族の紋章に見られるようになったのは，欧米人との接触後のアワビ貝殻交易の影
響であると指摘し，ブリティッシュ・コロンビア州南部およびアメリカのワシントン州
におけるその交易について検討している。
　アチェソン（Acheson 1995）は，ハイダ・グワイ南部のクンギット・ハイダ人（Kung-

hit Haida）の1600年間にわたる居住パターンの研究を行い，欧米人との接触以前は小規
模で，一年を通して住む核となる村を形成していたが，欧米人との接触後，大規模で，
季節的に居住する，複数のリネージから構成される村に変化してきたことを明らかにし
た。すなわち，欧米人との接触がハイダの居住形態などを大きく変化させたことを例証
した。フラッドマーク（Fladmark 1973）は，リチャードソン・ランチ遺跡を事例とし
て19世紀のハイダの家屋について研究している。
　マリンズとペインター （Mullins and Paynter 2000）は，多様な植民化勢力と独自の社
会組織・資源を有する先住民集団との間でのコンフリクトの過程としてクレオール化

（creolization）を研究している。その際，ハイダ人がヨーロッパ人植民者を表象したモノ
を分析し，彼らが植民地化をどのように捉えていたかについて，さらには彼らと植民者
との関係について検討している。
　ハイダ・グワイに関する考古学研究は理論的な貢献をしている。そのひとつは考古学
的知識の生産に関する研究であり，もうひとつは「aquapelogality」概念の提起である。
ハイダ・グワイには同島の先住者の子孫であるハイダ人がおり，北西海岸地域において
政治・社会的に重要な役割を果たしている。クリスチャンセンとデーヴィス（Kristensen 
and Davis 2015）は，ハイダ人の自治は，ハイダ人の歴史記録の存在とともに，考古学
的思考や実践，文化遺産の管理に対してより社会・政治的，宗教的，そして認識論的ア
プローチをとることを促進してきた，と主張している。ヘイワード（Hayward 2012）は，
ハイダ・グワイ南部のグワイ・ハーナス自然保護区とその保護区内にあり世界文化遺産
に登録されたスカングアイ（アンソニー島）を事例として用い，島の⼈びとの暮らしや
活動から⽣まれた陸域と海域の集合体を意味するアクアペラゴ（archipelago）という概
念を提起した。
　ハイダ・グワイでは，早稲田大学の考古学調査隊による民族考古学的踏査が行われて
いる（菊池・熊林・佐藤・高橋 2005）。
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4 社会組織に関する研究

　ハイダ人をはじめとする北西海岸先住民は，狩猟・採集・漁労民でありながら複雑な
社会組織を形成したことで知られている。その例としてクラン制とチーフ（首長），ラン
ク（身分，rank）の存在をあげることができる。
　ハイダ人は，生まれた時点で母方のワタリガラス・クランかワシ・クランかのいずれ
かに所属することになる。それぞれのクランは人類学の用語で半族（moiety）と呼ばれ
ているが，各半族は，母系出自でつながる複数のリネージ集団から構成されている。 2
つのクラン間の関係は，ある時には対立的であるとともに，またある時には相互扶助的
でもある。各リネージ集団は複数の母系拡大家族集団から構成され，各リネージや各拡
大家族集団にはそれぞれリネージ・チーフや家長がいる。スワントン（Swanton 1904; 
1905a）は，ハイダ・グワイのクラン制度について記録し，マードック（Murdock 1934b）
は親族関係とそれに基づく行動様式について報告している。アラスカ南東部のカイガニ・
ハイダの婚姻や親族，社会組織については，アレン（Allen 1954; 1955）の研究がある。
　1930年代初めにはジョージ・ピーター・マードック（George Peter Murdock） がハイ
ダ・グワイのマセットとスキドゲイト，アラスカのハイダバーグで調査を行い，親族関
係・親族名称やポトラッチ儀礼，ランクに関する基礎的な研究を発表した。これらの研
究は記述的ではあるが，新築・改築のためのポトラッチ，トーテムポールの建立や葬儀
に関連するポトラッチ，復讐のポトラッチ，汚名を払拭するためのポトラッチについて
詳細な情報を含んでいる。彼は，これらのポトラッチ儀礼の実施がクラン内における社
会的ランクや政治的地位とどのように関係しているのかについて説明している。また，
親族関係に基づく儀礼の組織化と実施などの行動規範についても報告している（Murdock 
1934a; 1934b; 1936）。
　マードック（Murdock 1936）によるとハイダ社会では政治的ランク（地位）と社会的
ランク（身分）という 2 つのシステムが相互に複雑に絡み合いながら作動しており，そ
れらはポトラッチ儀礼の実施と深く関係しているという。政治的ランクには，各拡大家
族のチーフと各クラン（リネージに相当）のチーフがあり，両方とも母系で継承される。
一方，社会的ランクには，貴族，平民，奴隷があり，それらの身分は世襲制ではなく，
両親が財の分配（ポトラッチ）を行ったかどうかによって子供の身分が決まる。また，
彼は人数上，貴族の数が平民の数よりも多かったことを指摘している。マードック（Mur-

dock 1936: 3 ）は，ポトラッチとは，主催者がもう一方の半族（moiety）のメンバーを
招待し，財を分配する儀礼であり，分配される財には交易毛布，銅板紋章，衣類，食器，
角製スプーン，マットなどがあったと報告している（Murdock 1936: 11）。そしてポト
ラッチ儀礼は，ランクを付与すること，証明すること，もしくは支持することと深く関
わっている。さらに，ポトラッチ儀礼の際には，ダンスが披露され，宴会が開催された。
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　リネージや拡大家族の長（チーフ）の継承については，スターンズ（Stearns 1984）の
研究がある。チーフが亡くなった場合，その人物に母系的系譜上でもっとも近い関係に
ある最年長者がチーフの地位を継ぐのが一般的である。具体的には，亡くなったチーフ
の次弟，そのチーフの長姉の長男，そのチーフの次に若い平行イトコ，同居している最
年長のオイらのいずれかである。スターンズは，後継者の決め方には，（1）先述した最
年長者による継承規則を適用する方法の他，（2）現チーフが亡くなる前に指名する方法，

（3）親族が集まって協議し，選出する方法，（4）ポトラッチ儀礼を行うことによって後
継者として認めてもらう方法などがあったと報告している（Stearns 1984: 190）。ハイダ
人のチーフに関しては，ガフ（Gough 1982）の興味深い研究がある。1850年代半ばハイ
ダ・グワイのイーデンショーは，強力な首長の地位を獲得しようとしていた。1852年に
ハイダ・グワイでアメリカの交易船（Suzan Sturgis 号）がマセット村のハイダ人によっ
て海賊行為にあう事件が起こった。この時，同交易船の水先案内人であったイーデン
ショーは海軍士官によって共犯を疑われていたが，その嫌疑を巧みにかわし，自分に有
利になるように立ち回り彼自身の危機的状況を乗り切った。この事例はチーフになるこ
とを目指すイーデンショーが欧米人との遭遇によって利益を得る能力や欧米人を最大限
に利用する能力を持っていたことを示している。ガフは，ハイダ民族のチーフの特性や
欧米人がチーフをどのように見ていたかに関する分析を行った。

5 文化に関する研究

5.1 ポトラッチ儀礼とトーテムポール
　ハイダ社会においてポトラッチ儀礼とは，財を贈与ないしは分配することであり，本
来，祝宴などは含まれない。この点は，バンクーバー島の先住民クワクワカワクゥのポ
トラッチ儀礼とは異なる（立川 1999a; 2016）。ロスマンとラベル（Rosman and Rubel 
1986）は，北西海岸地域のティムシアン，トリンギット，ハイダ，ヌーチャーヌヒ，ベ
ラクーラ，そしてクワクワカワクゥの北西海岸地域の 6 民族におけるポトラッチ（交換
システム）儀礼と社会構造との関係についての共通性と差異（ヴァリエーション）を既
存の民族誌を用いて構造主義的視点から比較検討した。そして，ランク制度や姻族，ラ
イバル性，柔軟性が重要な役割を果たすポトラッチ儀礼モデルを構築している。彼らは，
ポトラッチ儀礼は個人のみならず社会にとっての通過儀礼だと指摘している。彼らのポ
トラッチ儀礼モデルは，北西海岸地域だけでなく，メラネシアやポリネシアの諸社会の
交換システムに当てはまると主張している（Rosman and Rubel 1986: 201－207）。彼らの
主張には批判も多いが，ポトラッチ儀礼を交換システムとしてモデル化を試みた点は評
価したい。ムーニー（Mooney 1971）は，ポトラッチ儀礼などに見られる財のやり取り
を「互酬性」と「再分配」の視点から分析している。
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　ロバート・デイヴィッドソン（Robert Davidson）は，1981年11月 6 日と 7 日にハイ
ダ・グワイのマセットにある学校（George M. Dawson School）で子どもたちにハイダ
名を付与するために，また養子縁組のために，ポトラッチを開催した。このポトラッチ
に招待されたU. ステルツアー（Steltzer 1984）は同ポトラッチの写真集を刊行している。
同書には，ポトラッチの主催者，関係者や招待者の発言が収録されているため，1980年
代に開催されたハイダ人のポトラッチ儀礼の貴重な記録である。
　ポトラッチ儀礼の時に建立されることが多い彫刻が施された木柱（トーテムポール）
は，北西海岸先住民文化を代表する文化要素である。M. バーボウ（Barbeau 1950）は，
ハイダ・グワイに残っているトーテムポールに関する写真付き解説書を出版している。
ハミルトン（Hamilton 2014）は，残っているハイダ民族のトーテムポールを体系的に分
析し，ハイダ民族のトーテムポールはハイダ社会の構造を反映していると指摘している。

5.2 神話・口頭伝承・ディスコース・象徴
　ハイダ文化の神話や口頭伝承，公的な場での発言（ディスコース），象徴物を対象とし
た研究が存在している。たとえば，ハイダ文化においてワタリガラスはクランやリネー
ジを象徴する重要な動物である。フォン・ホップフガルテン（Von Hopffgarten 1978）
は，ハイダ文化におけるワタリガラスに関して動物学的かつ象徴論的研究を行った。彼
女は，ワタリガラスは世界の中での人間自身を比喩的に映し出した存在であり，言葉に
よって何事かを起こす者であると指摘している。岸上（2021b）はハイダ人とワタリガラ
スとの関係，特にワタリガラスの文化的特徴と重要性に関して北アメリカ北西海岸地域
および環北太平洋地域における文化的共通性（Mashiko 2006）の視点から検討を加えて
いる。
　ハイダ人の口頭伝承やディスコースに関する研究も行われている。かつて歴史学者は
口頭伝承を歴史の再構築に利用することはなかったが，最近の研究ではそれを歴史的研
究や分析に積極的に取り入れようとする動きが見られる（Nang Kiing.aay7uuans （J. 
Young） 2005; Sparrow 1998）。たとえば，ハイダ人のチーフであったアルバート・エド
ワード・イーデンショー（Albert Edward Edenshaw）に関するチャールズ・ハリソン

（Charles Harrison）牧師の出版記録やイーデンショーの子孫の補足的な記述が100年以上
にわたり，人類学的資料として利用されてきたが，スパロー（Sparrow 1998）はこれら
の資料はイーデンショーを正確に捉えていないと主張する。スパローは「ハイダ人のチー
フの中でもっとも偉大である」と言うイーデンショーの自らについての主張に疑義を投
げかけるハイダ人の口頭伝承を提示し，限定された少ない情報源に基づく歴史再構成の
問題点を指摘している。
　ベルシャー（Boelscher 1985; 1988）は，1979年から1981年にかけて（オールド・）マ
セットでハイダ人の社会生活および神話世界に関するディスコースや象徴的行為を調査
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し，民族誌を上梓している。具体的には，半族とそれを構成するリネージの分節化，リ
ネージ内のランクとそれらが互酬的なやり取りを通して作り出され，維持される様態，
交渉可能な親族のカテゴリー，有形無形の文化財，ハイダ民族の神話世界に出てくる曖
昧さ（ambiguity）を検討している。現在もかつてと同じように，ハイダ人が社会的価値
や世界観に基づいて交渉（社会的行動）を行うことによって，いかに社会的そして政治
的目的を達成しているかをきめ細かに描き出している。また，彼女はハイダ人の公的な
場での発言やその脈絡について分析している（Boelscher-Ignace 1991）。スペンサー

（Spencer 2018）は，ハイダ民族の口頭伝承の英語翻訳に関する研究を行っている。
　その他，ハイダ民族の神話や伝承（Swanton 1905b, 1905c, 1908; 山越 2003a）や入れ
墨（桑原 2010），カレンダー（Swanton 1903），歌（Enrico 1996），輪廻（Stevenson 
1975），青色（Ancheta 2019）に関する研究も行われている。

5.3 動植物利用
　ハイダ人は他の北西海岸先住民族の人びとと同じく，地元でとることができるサケや
オヒョウ，ニシンなどの魚類やアザラシやトド，クジラ，シカ，クマなどの動物類およ
び多様な植物を利用してきた。
　ターナー（Turner）は，ハイダ人による植物の分類や利用に関する研究を先住民の視
点と科学的視点の両方から行っている（Turner 1973; 1974; 2001; 2004）。たとえば，彼
女は，ハイダ，ベラクーラ，リローエットの 3 民族の言語に見られる植物名を意味論的
にまた分類学的に研究している。各言語とも「植物」に相当する総称を持っていないこ
と，属レベルの植物名は150ぐらいあること，50％以上の名称が植物種に対応している
こと，多くの名称が伝統的な信仰，利用，植物固有の特徴，他の植物との形の類似性な
どを反映していることなどを詳細に報告し，検討している（Turner 1973）。ノートン

（Horton 1981）は，1774年に初めてヨーロッパ人に接触したアラスカ南東部のカイガニ・
ハイダの現代と過去の植物利用，植物名，処理や貯蔵方法について研究し，接触以前の
時代においてもハイダ人にとってすでに植物食が重要であったことを指摘した。ハイダ
人はアメリカハリブキという植物を伝統的な薬として利用しているが，それを研究した
ディーグル（Deagle 1988）は，先住民の薬は精神的かつ物質的特性の両方を持つと指摘
している。
　ハイダ人は，トリンギットら他の先住民族同様，長きにわたって魚介類を利用してき
た。モスはハイダ人にとって食料資源としての貝類が重要であることを解明した（Moss 
1993）。また，海鳥の利用に関する研究を行っている（Moss 2007）。オチャードとウィー
ゲン（Orchard and Wigen 2016）はオヒョウの利用について民族誌的データ，エスノヒ
ストリー・データと考古学的データを総合して研究を行っている。
　ターナーらは，ハイダ社会の生態学的資源と文化的資源は，社会・生態学的レジリエ



岸上　　北アメリカ北西海岸地域のハイダ民族に関する研究動向について﻿　

397

ンスのための多様性の源泉であると主張している（Turner, Davidson-Hunt, and O’Flaherty 
2003）。

6 文化・社会変化に関する研究

　ハイダ社会は欧米人との接触，植民地化，国家への統合，同化政策の実施によって大
きく変容を遂げてきた（Harris 2017）。社会・文化変化のプロセスの解明はハイダ研究
の重要課題のひとつである。1900年前後にスワントンらによって伝統的ハイダ社会に関
する民族誌的研究が行われ，その成果がその後の変化を理解し，考察する上でのベース
ラインとなった。
　欧米人との接触により北西海岸地域の先住諸民族の間にインフルエンザや天然痘など
が広がり，先住民人口が激減した。ボイド（Boyd 1999）はハイダ社会を含む北西海岸
地域全域の先住民人口の変化に関する研究を出版している。岸上（2021a）は1862年に
バンクーバー島ビクトリアからカナダ太平洋沿岸全域に天然痘が広がり，ハイダ民族の
人口が 3 分の 2 以下になり，クワクワカワクゥ民族の場合（立川 1999b）と同様にハイ
ダ社会・文化は劇的な変化を余儀なくされたことを報告した。
　ハイダ人を含む北西海岸先住民は欧米人と接触後，おもに狩猟・漁労・採集に従事す
るとともにラッコやトド，シカやクマ，ビーバーの毛皮を欧米人と交易することによっ
て生計を立てていた。19世紀半ばになるとサケの商業漁業や缶詰業，森林伐採業などの
賃金労働にも従事するようになった（Knight 1978）。1875年頃から1900年頃に英国聖公
会派とメソディスト派は牧師をハイダ・グワイのハイダ人の村に派遣した。ヘンダーソ
ン（Henderson 1974）は，宣教師の活動がハイダ人の居住様式や生業パターンを再編成
させたと指摘している。欧米人の植民者がカナダ太平洋沿岸地域において増加するに従
い，先住民はカナダ政府が創り出したリザーブに押し込められた（Harris 2002）。その
一方で，交易や賃金労働のために先住民がビクトリアなどに移住するようになり，入植
者と先住民から構成される都市や町が形成された（Edmonds 2010）。ダフ（Duff 1964）
は，19世紀から20世紀後半にかけての欧米人によるハイダ社会などへのインパクトに着
目した社会変化研究を出版している。また，オランダのファン・デン・ブリンク（Van 
Den Brink 1974）は1876年頃から1970年ごろまでのハイダ民族の文化変化について調査
し，著作を出版している。
　1960年代から1970年代にかけてマーガレット・ブラックマン（Margaret Blackman）と
メリー・スターンズ（Mary Stearns）の 2 人がハイダ・グワイの（オールド・）マセッ
トでポトラッチ儀礼や葬儀，社会組織などに関するフィールド調査を実施し，ハイダ社
会の歴史的連続性と変化に関する研究成果を出版している（Blackman 1973a, 1973b, 
1976, 1977; Stearns 1975, 1977, 1981, 1984, 1990）。彼女らの研究はスワントンやマー
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ドックの研究成果と比較することにより，ポトラッチ儀礼や葬儀の歴史的変化を詳細に
検討している。ブラックマン（Blackman 1973b）は葬儀に関連して，宣教師の奨励に
よってハイダの人びとが墓柱（トーテムポールの一種）の建立ではなく，墓石を立てる
ようになった変化を先住民の視点から検討している。また，ブラックマン（Blackman 
1976）は，19世紀から20世紀にかけての北西海岸諸文化におけるアートや建築物，儀礼
を検討し，文化変容は否定的な変化のプロセスではなく，文化を構築するプロセスであ
ると主張している。さらに，ブラックマン（Blackman 1977）は，ハイダ社会では本来，
ポトラッチ儀礼は祝宴とは区別されていたが，現在では，祝宴はポトラッチ儀礼の一部
であると考えられるようになったと指摘している。このような変化は，ハイダ人とヨー
ロッパ系カナダ人との相互変容の結果として起こったと考えている。一方，スターンズ

（Stearns 1977）は，親族関係の変化がマセット村のハイダ人の儀礼に及ぼした諸影響を
調査した。墓石を立てることを事例として，ハイダ人がランク（身分）と親族に関係す
る伝統的義務を履行するために，どのように儀礼関係を再組織化したかを民族誌的に描
いて見せた。現金や物品を主催者に提供することや一方の半族による儀礼サービスに対
する支払いを分析することによって交換における歴史的連続性を示した。マセットのハ
イダ人の見解によると，ポトラッチ儀礼の競争性は，コミュニティ全体の協力に取って
代わられた。現在のポトラッチ儀礼では母系集団と双系集団の両方が動員される一方で，
同儀礼での役割分担や寄付額の大きさを精査することによって，半族制度がいまだに重
要な役割を果たしていることが判明した。

7 現代的課題に関する諸研究

7.1 政治問題
　先住民族のハイダ人にとって，カナダにおける植民地主義支配から脱却し，土地権や
自治権などの先住民の権利を獲得し，政治的に自律化することは最重要課題のひとつで
あった（Von Der Porten 2012）。
　ヨーロッパからカナダ西海岸地域への入植が本格化したのは19世紀後半以降である。
また，1867年にカナダは自治領になったが，カナダ政府は1876年にインディアン法を制
定し，先住民をリザーブに隔離しつつ同化政策を実施した。1884年にインディアン法を
変更し，1885年から1951年にかけてポトラッチ儀礼等を禁止した。この期間に先住民の
遺骨や文化財は，研究や法的処置を目的としてカナダやアメリカ合衆国の博物館などに
没収，移管されたために，現地の先住民文化は急激に衰退した。1950年代に先住民に宗
教の自由が認められると，ポトラッチ儀礼やトーテムポール制作は復興し，1960年代に
は「インディアン・ルネッサンス」と呼ばれる文化の復興期を迎えた。また，アメリカ
の公民権運動や先住民運動の影響を受け，カナダでも先住民運動が盛んになり，1960年
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代以降は土地権処理のための政治交渉が開始され，先住諸民族は徐々に政治的自律化や
自治の獲得へと向かい始めた。
　イギリスやカナダの政府が，全土に入植者を受け入れ，先住民から土地や資源を取り
上げる根拠，すなわち植民地化を正当化する根拠は何であったのだろうか。ブリティッ
シュ・コロンビア州では19世紀から20世紀前半にかけて植民者のいるべき空間と先住民
のいるべき空間の両方が創り出された。グレッグ＝マーティン（Grek-Martin 2017）は，
クイーン・シャーロット諸島（ハイダ・グワイ）にカナダ政府によって調査のために派
遣された地質学者ジョージ・ドーソン（George Dawson）の1880年の報告書を取り上げ，
ヨーロッパ人やヨーロッパ系カナダ人による将来の入植や資源開発についてドーソン自
身が思い描いたことをどのように正当化したかを分析した。同報告書が植民地化する側
の語りとして先住民であるハイダ人の衰退や消滅が必然であるかのように描いているこ
とを例証した。
　1970年代半ば以降のカナダでは，各地の先住民族の先住権や土地権についてカナダ政
府と当該先住民族との間で政治的な話し合いや法廷闘争が行われた（Christie 2005; 
Olynyk 2005; Slattery 2005）。特にブリティッシュ・コロンビア州の先住民族の大半は，
イギリスやカナダと土地譲渡条約を締結していなかった。このテーマに関連し，ハリス

（Harris 2008）はブリティッシュ・コロンビア州における先住民の漁業権について考察
している。フォウストカ（Foustka 2012）はハイダ民族のランド・クレームについて論
じている。プルナー（Pruner 2005）は，ニュージーランドのマオリ民族とカナダのハイ
ダ民族の権原（aboriginal title）とその消滅について比較検討している。
　ハイダ民族も他の北西海岸先住民族と同様に政治的自律化を目指した。クリッペンス
テイン（Klippenstein 1991）は，1966年から1990年にかけてのハイダ民族の政治的自律
化をめぐる動きを考察している。ハイダ・ネーションは1980年代にハイダ・グワイの環
境保護を争点としたカナダ政府やブリティッシュ・コロンビア州政府との政治的交渉の
過程で成立したと考えられる（Gill 2008; Wilson-Raybould 2019）。2010年 6 月17日にハ
イダ・ネーションの代表者は，19世紀にカナダ政府によって付与された「クイーン・
シャーロット諸島」の名称を正式に返上し，「ハイダ・グワイ」の名称を採用するための
儀式を執り行った。ワイス（Weiss 2020）は，ハイダ・ネーションはこの儀式によって，
植民者政府に敬意を払いつつ，ハイダ的なやり方で新たな関係を創出し，自らを海外の
政府と同等の独立したネーション（政治体）であることを示したと主張している。先住
民の自治には複数のモデルがあるが，ペニケット（Penikett 2012）はその中のユニーク
なもののひとつとして，ハイダ・ネーションの事例を検討している。
　ハイダ・グワイは海に囲まれ，かつアメリカ合衆国のアラスカ州とカナダのブリティッ
シュ・コロンビア州が隣接する海域に位置する。そのためブリティッシュ・コロンビア
州のハイダ民族の自治権に関連して陸域と海域のエコシステムの持続可能な管理が重要
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課題となっている。これを解決するには，関係政府間で平等な共同管理の合意が必要で
ある。メイズ（Mays 2021）は，ハイダ・ネーションの設立以降の統治の統治戦略や自
治の変遷を検討している。
　ハイダ民族の伝統法や倫理やハイダ・ネーションの憲法に関する研究も行われている

（Harrison 1925; Sharp 1997; Young 2000）。ハイダ人は独自の正義の観念と犯罪への対
処の方法を有していた。しかし彼らの制度は，植民地化した主流社会によって抑圧され，
現在はカナダの法制度にとって代わられた。マクガイア（McGuire 2019）は，ハイダ民
族の法，正義について研究し，彼らにとっては説明責任と証言，ポトラッチ儀礼の実施，
文化の存続，問題解決が重要であることを指摘している。また，クアイ（Quail 2014）
は，ハイダ民族の伝統法では尊敬の原理（Yah’guudang）が重要であると報告している。

7.2 遺骨・文化財の返還
　アメリカ合衆国では，1990年にアメリカ先住民墓地保存・返還法（The Native Amer-

ican. Graves Protection and Repatriation Act of 1990, 以下 NAGPRA）が制定され，1996
年に施行された。これによってアメリカ先住民社会の間では，欧米人によって持ち去ら
れた祖先の遺骨や文化財の現地への返還を求める動きがより一層活発化した。一方，カ
ナダでは，1980年代にカナダ政府から文化財の返還に成功したアラートベイのクワクワ
カワクゥ民族のような事例はあるが，1990年頃から先住民が祖先の遺骨や文化財の現地
への返還を求める動きが本格化した。2010年には，英国にあるオックスフォード大学ピッ
ト・リヴァーズ博物館からハイダ人の祖先の遺骨がハイダ・グワイに返還された。この
画期的な出来事は，返還活動の事例のひとつである。この頃からカナダ先住民への遺骨
や文化財の返還に関する研究が積極的に行われるようになった（Krmpotich and Peers 
2013; Simpson 2018; St. George 2012）。
　C. クルムポティック（Krmpotich 2011; 2014）は，世界各地の博物館によるハイダ人
の祖先の遺骨返還の過程について現地調査を実施し，民族誌を出版している。ハイダ・
グワイの人びとは，1990年代半ばより祖先の遺骨返還活動やその活動に関連する儀式の
ために，クランの紋章の入ったボタン・ブランケット（マント）や木箱を作り，何百人
もの人を招いて宴会を催し，新しい歌やダンスを披露してきた。彼女によると，ハイダ
人は，縫うことや編むこと，踊ること，料理すること，宴会を開催することなどの体験
を共有することによって，祖先への尊敬の念や親族関係の再確認を行い，集合的記憶や
モノを生み出し，文化的アーカイブ（cultural archive）を形成してきたと言う。なお，文
化的アーカイブは，儀礼具などのモノを用いて人びとが行う活動やそのやり方，モノを
通して人びとが記憶していること，そしてその方法から構成されていると言う（Krmpotich 
2014: 12－13）。彼女は，遺骨返還をハイダ・グワイ地域の歴史と文化の脈絡において考
察し，それが先住民コミュニティと博物館との間のポスト・コロニアルな行為であるの
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みならず，ハイダ人の親族関係（家族間）に深く関係する行為であることを検証した。
すなわち，彼女は祖先の遺骨返還をより広いハイダ人の親族関係という脈絡に位置づけ
ることによって，両者の間に密接な関係があることを発見した。そしてハイダ人のアイ
デンティティの基盤となる親族関係は，21世紀の祖先の遺骨返還活動の中で社会関係を
構造化させ，財や資源，モノの適切な使用を導く文化的アーカイブの形成を促したと主
張している（Krmpotich 2014: 173－174; 176）。
　C. クルムポティックと L. ピアズは，オックスフォード大学ピット・リヴァーズ博物
館のハイダ物質文化プロジェクトを紹介し，検討を加えている（Krmpotich and Peers 
2011）。英国の研究者・学芸員と先住民コミュニティの間にネットワークを形成し，長
期にわたる両者の関係に基づいて対話を行い，博物館が収蔵するハイダ民族関連資料の
由来や保存のやり方，カタログ作成，文化的表現と芸術的刷新，言語などについて新た
な知識を生み出そうと試みている。彼らは，この対話的実践について，文化財の地元へ
の返還を促進するとともに，物質文化を通してハイダ人は文化的アイデンティティの生
成・継続を促進していると主張している。

7.3 生態的環境をめぐる問題
　ハイダ民族とその文化の存続・発展はハイダ・グワイの健全な生態的環境の存在と表
裏一体の関係にある。ハイダ・グワイの環境をめぐる現代的問題は，（1）ハイダ・グワ
イの環境保護，（2）国立公園，（3）資源・環境管理に関する諸課題に大別できる。
　ブリティッシュ・コロンビア州では19世紀から森林を伐採し，木材資源を国内外に移
出することが重要な産業のひとつであり，同州の経済発展を支える原動力のひとつであっ
た。ハイダ・グワイには，温帯雨林や希少種の動植物が生息している。20世紀の過剰な
森林伐採によって，それらの動植物は環境的危機に見舞われた。1980年代より地元のハ
イダ人は森林伐採に反対する環境運動を展開し，外部の諸団体と連帯しながら，多国籍
企業やカナダの連邦・州政府と法的な戦いを繰り広げてきた。その結果，新たな環境統
治形態を生み出した。タケダ（Takeda 2015）は，そのプロセスを記述し，分析してい
る。
　1985年にハイダ人は，ブリティッシュ・コロンビア州ハイダ・グワイのアスリー・グ
ワイ（Athlii Gwaii，旧称ライル島）で森林伐採に反対するため，道路封鎖という直接的
な反対行動をとった。フォン・デル・ポールテン（Von Der Portne 2014）によると，こ
の行動はハイダ民族とカナダ政府・ブリティッシュ・コロンビア州政府との関係を大き
く変えたと言う。この事件をきっかけに，ハイダ民族の先住権と先住権原をカナダ政府
に承認させることになり，森林の協働管理，森林環境の保護，政治的自治に進む第一歩
となったと指摘する。
　モレスビー島南部に位置するアスリー・グワイでの森林伐採が問題となり，ハイダ・
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ネーションが開発に対し反対運動を繰り広げた結果，ハイダ・ネーションとカナダ政府
の間で協定が締結され，それに基づいて1988年にグワイ・ハーナス国立公園が設立され，
ハイダ・ネーションとカナダ政府による共同管理が始まった（Keller 1990; Langdon, 
Prosper, and Gagnon 2010; Lee et al. 2021）。公園の共同管理に関するグワイ・ハーナス
協定は，政府の政策策定と先住民の主権にかかわる点できわめてユニークな協定である。
ホークス（Hawkes 1996）は，この協定が土地利用の紛争を解決する手段となりえるか
どうかという観点からこの協定の評価を試みている。また，トムリンソンとクローチ

（Thomlinson and Crouch 2012）は，ハイダ・ハーナス国立公園におけるカナダ公園局
とハイダ人との共同管理を資源管理についてのグローバルなスタンダードから検討して
いる。小林（2014）は，世界遺産グワイ・ハーナス国立公園の現状について次のように
報告している。カナダにおいて国立公園は，政治的，文化的，経済的，自然環境的諸要
因が相互に関係しあう結節点である。そこは国家が自然に介入する場であり，国の公園
局は土地，人びと，そして自然の考え方を管理してきた。ポーター＝ボップ（Porter-Bopp 
2006）は，グワイ・ハーナス国立公園とハイダ世界文化遺産遺跡の創出について検討し，
ヘゲモニックな政府のナショナリズムを巧妙に浸透させる側面があると主張する。そし
てカナダにおいて植民地主義はいまだに国家制度や国有地を通して機能し続けていると
指摘している。
　ディーン（Dean 2009）は，ハイダ・グワイにおける環境をめぐる先住民政治の展開
について検討し，ハイダ人による環境運動は，ランド・クレームと言う公式の政治的対
応プロセスとは違った非公式な脱植民地主義化の手段となっていることを指摘した。ま
た，奥田（2018b）は，カイガニ・ハイダ人が住むアラスカ南東部地域の生態環境の保全
について報告している。さらに，環境保全と関連してハイダ・グワイに持ち込まれた外
来種をいかに管理するかという研究も行われている（Columbia 1999）。
　資源管理に関する研究は，水産資源・海洋環境の研究と森林資源・森林環境の研究，
土地資源の管理の研究に大別できる。たとえば，レポフスキとカールドウェル（Lepofsky 
and Caldwell 2013）は，北西海岸先住民による魚介類の伝統的管理を，捕獲方法，増殖
戦略，保有制度，世界観・社会関係という 4 側面から整理し，検討を加えている。
　ブリティッシュ・コロンビア州北部での太平洋北部沿岸統合管理地域計画（the Pa-

cific North Coast Integrated Management Area）が進められ，ハイダ・ネーションはこ
の計画の実施プロセスにカナダ連邦政府とともに参画している。ジョーンズ，リグとリー

（Jones, Rigg, and Lee 2010）は，尊敬，バランス，互恵性といったハイダ人の価値観や
倫理観について報告した後，この管理計画においてハイダ人が果たすべき新しい役割を
検討した。彼らは，ハイダ・グワイではこの共同管理に基づく地域漁業とコミュニティ
の持続可能性をますます強調するようになるだろうと期待を寄せている。一方，ローリ
ングとヒンズマン（Loring and Hinzman 2018）は，ハイダ人が環境統治をどのように
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考え，海洋環境管理において何を重視しているかを研究した。その結果，彼らの考え方
と国家の価値観の間には齟齬があることなどを指摘している。
　国家による先住権の承認は，国家による土地利用計画に変更を迫る潜在力を有してい
る。ハイダ人は領土権をめぐるデモや法廷闘争を通して2009年にブリティッシュ・コロ
ンビア州政府と協力協定を締結した。しかし，ガルブレイス（Galbraith 2014）は，カナ
ダ政府のエンブリッジ・ノーザン・ゲイトウェイ・パイプライン・プロジェクト（Enbridge 
Northern Gateway Pipeline Project）のためにカナダ政府が始めた環境評価は，ハイダ人
が採用した環境評価のやり方と矛盾する可能性があると指摘する。クリスト（Crist 2012）
は，ハイダ人が，このプロジェクトに対し，ハイダ・グワイの環境を守るためにコミュ
ニティ間で連合を組んで反対した行動を分析している。
　近年，商業的価値が高いニシンの管理についてカナダ政府とハイダ・ネーションの間
で紛争が発生している。ニシンの卵である数の子は日本において需要が高いため，高利
益を上げることができる魚種である。このため，一般漁民がハイダ・グワイ周辺の海域
に出漁し，ニシンを漁獲していることに対してハイダ・ネーションは懸念を表明し，ハ
イダ・グワイ周辺海域のニシン資源を守るために商業漁業に対し漁獲規制を敷くように
カナダ政府に訴えた。連邦裁判所は，カナダ水産海洋省（DFO）大臣による2015年のハ
イダ・グワイにおけるニシンの商業漁業の解禁を差し止める判決を下した。ジョーンズ，
リグとピンカートン（Jones, Rigg, and Pinkerton 2017）は，ハイダ・ネーションがニシ
ン資源の保全のために採用した戦略が成功した理由として，（1）現在のニシン資源状態
への危惧，（2）先住権の存在，（3）ハイダ民族とカナダ政府の共同管理協定の存在，（4）
地元とブリティッシュ・コロンビア州沿岸域で実施したフォーラムでの戦略的活動とい
う 4 つの要因を挙げている。
　ニシンは，ハイダ人にとって食料源，収入源，生き方や文化の源のひとつである。現
在，ニシンは生態系内の他の生き物の餌魚としての生態的重要性，先住民の伝統的な食
料として文化的重要性，そして日本市場に輸出される数の子採取は経済的価値があり，
それらの間に齟齬をきたしている。ラム（Lam 2015）は，既存のニシンの管理原則やそ
れと関係するハイダ人の倫理観と価値観，そして商業的な数の子漁，食料漁，漁業用の
餌をとるための漁との関連から子持ち昆布漁の実践を吟味している。その結果，さまざ
まな利害集団のウェルビーイング，自律と正義を考慮に入れたニシン漁を持続可能にす
るための実践的倫理の枠組みを提案している。ソーントン（Thornton 2015）は，ハイダ
人らによるニシンの育成（cultivation）の実践とイデオロギーを研究している。ニシンは
アラスカ南東部やカナダ国ブリィティッシュ・コロンビア州北部の海域環境におけるキー
ストーン種のひとつである。ハイダ人らはニシンやその魚卵を採捕し，食べると同時に，
春季の産卵期のニシンに対しては育成を行ってきた。ソーントンは，この育成技術およ
びそれに関連する知識は現在の漁業管理にも活用できると主張している。また，ジョー
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ンズ（Jones 2007）もニシン資源の管理にはハイダ人の伝統知を利用すべきだと指摘し
ている。
　ハイダ・グワイでは地球工学（geoengineering）の実験的実践がアメリカの民間会社
とオールド・マセット村との契約で実現した（Buck 2014; 2018）。ラス・ジョージ（Russ 
George）は，ハイダ・グワイのオールド・マセットの村議会を説得し，2012年に120ト
ンの硫酸鉄の鉄くずをハイダ・グワイ周辺の海域に投下した。これは，鉄分などの栄養
分を含んだ海域を創り出すことによってサケの生育を促進させるとともに，二酸化炭素
を吸収させることによって地球温暖化を抑制しようとする地球工学プロジェクトであっ
た。現時点ではその効果は不明のままであるが，ガノンら（Gannon 2016; Gannon and 
Hulme 2018）はこのハイダ・サケ回復会社（Haida Salmon Corporation）の海洋施肥プ
ロジェクトという地球工学プロジェクトを分析した。また，ホートン（Horton 2017）は，
このプロジェクトに関わるナラティブの分析を通して，環境がいかに言説として構築さ
れているかと言うプロセスに検討を加えている。
　ハイダ・グワイでは，森林伐採が過剰に行われ，かけがえのない生物多様性や自然環
境のみならず，ハイダ文化も消滅の危機に直面している。タケダとロプケブ（Takeda and 
Røpkeb 2010）は，ハイダ・グワイの森林をめぐる長期にわたるハイダ人と政府との間
の紛争の最新の状況と，ブリティッシュ・コロンビア州政府との協働による土地利用計
画を通して紛争を解決させようと試みてきたことを精査した。彼らは，この共同管理の
プロセスを権力関係の視点から分析するとともに，ハイダ人が集合的な力を拡大させ，
抑圧や支配により効果的に抵抗するための機会であるという視点から分析した。また，
森林資源管理とウェルビーイングとの関係に着目する研究も存在する。エコシステムに
基づく管理（Ecosystem-based management）は，生態学的統合性と人間のウェルビーイ
ングの両方に関わっている。森林資源に依存しているハイダ・グワイのコミュニティは，
ハイダ・ネーションとブリティッシュ・コロンビア州との共同管理を含む計画や政策の
実施に参画している。また，ギラニ，インズとケント（Gilani, Innes, and Kent 2018）
は，ハイダ人の森林管理を事例としてウェルビーイングを測定するための方法を検討し
ている。
　ハイダ・グワイにおける土地管理や土地利用計画についても研究が行われた（Lincoln 
2018; Townsend 2009）。ハイダ・グワイにおける土地利用は，ハイダ人とそれ以外のス
テークホルダーとの合意交渉によって決めることができるようになっている。アウト
フォーロフ（Astofooroff 2008）は，交渉のプロセスの長所と短所について検証してい
る。
　上記のほかに，環境や資源についてのハイダ・ネーションとカナダ政府とによる共同
管理における伝統的環境知識の活用に関する研究（Houde 2007）や環境インパクト評価
に関する研究（Shapcott 1989），気候変動のインパクトに関する研究（Conner 2003）な
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どが存在する。コナー（Conner 2003）は，気候変動の諸影響に対するハイダ人の 2 つ
のコミュニティの脆弱性や適応力，レジリエンスの地域的特性に関する調査を行った。
そしてコナーは，データ収集における複数の方法を使用することとステークホルダーの
参加型調査の有効性を指摘する。さらに環境保護運動や観光を通した文化再生に関する
報告も出版されている（大岩 1998; 辻 1998）。

7.4 言語問題
　ハイダ語は，他の北西海岸先住民の諸言語と同様に消滅の危機に瀕している（Krauss 
1973）。ハイダ語の研究成果（Enrico 1980; Hori 1998, 2008, 2016; Levine 1977; 堀 1996, 
2001, 2011, 2013, 2017, 2019, 2020, 2021）を活用することや研究者の力を借りることに
よって，ハイダ人はハイダ語を復活させようと努力している（Breinig 2006）。北アメリ
カ先住民にとって母語の復興や保全はアイデンティティの維持に関わる重要な課題であ
る（White 2006）。
　ハイダ人としてのアイデンティティに関わるハイダ語の保全と継承の促進は，現在の
ハイダ人にとって最大の関心事のひとつである。ハイダ語の流暢な話者は40人にも満た
ないが，古老は地元の小・中学校や言語センターでハイダ語を教えたりすることによっ
て，ハイダ語を後世に残そうと努力している。ジャスクアン（Jusquan, Amanda Bedad）
とジスガング（Jisgang, Nika Collison）は，スキドゲイトのハイダ・グワイ博物館にお
いて 7 年以上を準備に費やしたハイダ語に関する展示「われわれをハイダ人たらしめる
もの―ハイダ語（That Which Makes Us Haida: the Haida Language）」をビル・リー
ド・ギャラリー（バンクーバー, 2012年 3 月29日～ 9 月 2 日）において開催するととも
に，展示と同名の図録を出版した（Steedman and Collison eds. 2011）。同書は，ハイダ
語の 3 方言（アラスカ，オールド・マセット，スキドゲイト）の話者とのインタビュー，
ハイダ人の歌と踊り，ハイダ語の演劇についてハイダ人の視点から記述している。彼女
らは，本書を通して言語とは何か，ハイダ人にとってハイダ語はいかなる意味をもつか，
そしてなぜハイダ人はハイダ語を保持し続けようとするのかを私たちに伝えようとして
いる。ハイダ語の継承をテーマとする本書は，ハイダ人の学芸員・研究者が中心となっ
て企画・編集し，出版した点に大きな意義がある。
　現在，ハイダ人は，ハイダ語を復興させるために，ハイダ人の伝統的な話を劇（ドラ
マ）にし，演劇や映画においてハイダ語で演じることを行っている。F. ホワイト（White 
2020）は，ハイダ人の男性が「ガーギード（野人）」に変貌すると言う内容の映画『ナ
イフの刃（Edge of the Knife）』を事例として紹介し，この試みは言葉を復興させるだけ
でなく，ハイダ語の 2 方言の記録となっていると指摘している。また，地元の先住民コ
ミュニティが運営する観光の中で母語を活用することによって母語の維持・活性化を試
みる実践について，ニュージーランドのマオリ民族の事例とカナダのハイダ民族の事例
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を比較した研究がある（Whitney-Squire 2014）。ホイットニー＝スクワイアー（Whitney-
Squire 2016）はアイデンティティや場所・大地に深く関係する言語と観光との関係につ
いてハイダ・グワイを事例として検証している。いずれの研究もコミュニティに基盤を
置いた観光を実現する上での現地語の重要性を主張している。

7.5 アート
　1930年ごろまでハイダ社会では，儀礼や日常生活にかかわるものとしてトーテムポー
ルやカヌー，木箱，仮面，ガラガラ，食器，スプーンなどが制作されていた（Holm 2017; 
Townsend-Gaulet 1994）。また，欧米人来訪者の土産物としてアージライト製彫刻品や銀
製ジュエリーも制作されていた。それらの出来栄えは工芸品というよりもアートと呼ん
でよいものが多かった（Jacknis 2002; Lopes 2007; Gessler 1971）。現代社会を生きるハ
イダ人をはじめとする北西海岸先住民にとって儀礼具やアート作品の制作はアイデンティ
ティの維持の源泉や主要な現金収入源となっている（Duffek 1983; Holmberg 2015; Spell-

berg 2020; 立川・森 2017）。特にハイダ民族はチャールズ・イーデンショー（Charles 
Edenshaw），ビル・リード（Bill Reid），ロバート・デイヴィッドソン（Robert Davidson）
らの優れたアーティストを輩出したことで知られている。最近では，ハイダ・マンガの
創始者であるマイケル・ニコル・ヤグラナース（Michael Nicoll Yahgulanaas）の作品が
ハイブリッドなハイダ・アートとして注目を集めている。
　マクドナルド（MacDonald 1996）はカナダ文明博物館3）が収蔵していた仮面やパイプ，
ガラガラ，その他の儀礼具の写真（カラー90枚，白黒95枚）を掲載した著作において，
それらのモノをハイダの歴史や文化，世界観と関連させながら紹介している。ハイダ・
アートの特徴のひとつにアージライト石製彫刻品がある（Sheehan 2008）。コフマン

（Kaufmann 1969; 2021［1978］）は，1820年から1910年にかけてのアージライト石製彫刻
品の変化や機能的側面に関する研究を行った。バーボウ（Barbeau 1953; 1957）は，アー
ジライト石製彫刻品上に描き出されているハイダ民族の神話を検討するとともに，作り
手の彫刻家に関する研究を行っている。フィッティングトン（Whittington 1989）は，
アージライト石製彫刻品に表象されている説話，特にクマと母親をテーマとした説話の
考察を行っている。ハイダ人は19世紀から販売用にアージライト石製彫刻品を作り続け
てきた。しかし現在，いくつかの会社が合成物質を用いて，見た目や手触りが本物のよ
うなアージライト製彫刻品の模造品を作っている。このホンモノそっくりの模造品は，
象徴的に，社会的に，経済的に，そして文化的に価値ある物質を連想させるため，プラ
スティック製トーテムポールとは違った価値を獲得しているとロス（Roth 2015）は指摘
している。
　ハイダ人のアーティストにはチャールズ・イーデンショー（Charles Edenshaw）やビ
ル・リード（Bill Reid）らがいる。ホルム（Holm 1981）は，チャールズ・イーデン
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ショー（Charles Edenshaw）と彼の作品について論じている。ブラックマン（Blackman 
1992）は，ハイダ・グワイのオールド・マセット村を拠点にかご細工とボタン・ブラン
ケットを作った女流アーティストであるフローレンス・イーデンショー＝デイヴィッド
ソン（Florence Edenshaw Davidson）の民族誌的伝記を出版している。ケニー（Kenny 
2012）は，ハイダのアーティストであり，政治的なリーダーであったスキレイ（Skilay）
すなわちエリン・コリソン（Erine Collison）に関する伝記を刊行している。その他，ビ
ル・リードの作品や人物について紹介する著作が複数出版されている（Bringhurst and 
Steltzer 1992; Duff and Townsend-Gault eds. 2004）。なかでもマーティノウ（Martineau 
2001）は，プラット（Pratt）のオートエスノグラフィー（autoethnography）の理論を用
いて，「ハイダの精神」や「ワタリガラスと最初の人間」といった記念碑的彫刻作品を制
作したビル・リードの作品の文化的インパクトについて考察している。
　ハイダ・アートではビル・リードやロバート・デイヴィッドソンらが制作したオーセ
ンティックなトーテムポールやカヌー，木箱，仮面，版画などの作品が有名であるが，
近年，注目されているのは，ハイダ・マンガやハイブリッド・アートなどの新たなアー
ト作品である。新たなアート作品の第 1 人者は，マイケル・ニコル・ヤグラナース（Mi-

chael Nicoll Yahgulanaas）である。彼の作品は，歴史的記憶，葛藤，戦争，格差，文化
的差異，資源開発，アイデンティティ，気候変動のような環境問題など多様な問題をテー
マとしている。また，ハイダ・アートの伝統を重んじる彼は，独自のスタイルとして
フォームラインを重視する北西海岸先住民アート技法に，日本の漫画やアメリカのコミッ
ク，中国書道の技法を取り入れて，ハイダ・マンガという新しいジャンルを作り出した。
さらに，彼は，車のパーツを利用した現代の銅板紋章や巨大なインスタレーション作品
などを制作している。ヤグラナースのハイダ・マンガやそれ以外の作品を考察した研究
がいくつかある（たとえば， Colclough IV 2012; Levell 2013a, 2013b）。レヴェル（Levell 
2016）は，ヤグラナースのアートを紹介するとともに，彼のアートの特徴であるハイブ
リッド性，彼の哲学的背景や思想を紹介し，検討した著作を出版している。ヤグラナー
スは，文化財の所有権や先住権の侵害に対する異議申し立てのために2007年にアート作
品「Haida Manga Coppers from the Hood」を制作し，ブリティッシュ・コロンビア大
学の人類学博物館で展示した。レヴェル（Levell 2013a）は，その展示の分析を通して
モノとパフォーマティブな表現を通して博物館は「意見の場（site of persuasion）」とし
て理解し得ると主張した。
　ヤグラナースは，ハイダの伝統アートと日本のマンガ，欧米のコミックを融合し，新
たなジャンルであるハイダ・マンガを創り出した。スパイヤーズ（Spiers 2014）は，ヤ
グラナースのハイダ・マンガ『レッド』を分析し，それにはハイダ・アートの規則が適
用されていること，ハイダ文化とアート伝統への敬意が示されていること，ハイダ文化
の中心的な考え方であるアートや生活におけるバランスの重要性を示していることを指
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摘した。ハリソン（Harrison 2016）は，ヤグラナースのハイダ・マンガをハイダの伝統
的な視覚的表象と日本のマンガの動態を混ぜ合わせたアートであり，ハイダ・マンガを
歴史や哲学，政治性に富む複雑なヴィジュアル的・ナラテイブ的なアート形態であると
指摘している。ヤグラナースは，『レッド』において文化的な暴力と生態学的な暴力を描
き出しているが，ピアソン（Pearson 2019）は，『レッド』を事例としていかに暴力が暴
力を増殖させるかについて分析している。彼女は，社会・生態的エージェンシーが相互
に関係しあっていることを示しつつ，支配と戦争の人間中心主義的構造を提示して見せ
た。
　ハイダ・アートを精神分析学の手法を用いて分析した研究がある。ヘッドマン（Hedman 
2018）は精神分析学の視点から，ハイダ民族のシャーマン的コスモロジーと半族制度は
人間の精神（プシケ）における区分と並行関係にある，同様に「ワシと巨大な貝」の神
話はその神話の逆転（peripeteia）と溶解（lysis）を示していると主張している。
　携帯電話のラインアプリなどでやり取りする絵文字は，ユニコード（Unicode）の絵文
字が多く使われるようになり，日本起源であることからエモジ（Emoji）と呼ばれるよう
になった。ハイダ・アーティスの中にエモジの開発を行う者が出てきた。J. イーデン
ショー（Edenshaw 2020）は，共同開発者のジェフ・ホーナー（Geoff Horner）ととも
にハイダ人用エモジの開発に取り組んでおり，儀礼用マントの上に描かれている伝統的
なデザインを参考に幸せや悲しさ，フラストレーションを示すエモジを，創り出してい
ることを紹介している。
　カナダ人画家のエミリー・カー（Emily Carr）は，先住民出身ではないが，ハイダ・
グワイをはじめとするカナダ西海岸の大自然を絵画として描いたことで知られている。
モレイ（Moray 1998）は，北西海岸先住民の集落やトーテムポールを記録に残したエミ
リー・カーの作品を分析し，カーが自然（wilderness）を強調する一方で，先住民の存在
を消し去る同化・人種主義的な一面と先住民と彼らの文化に対して共感を示す別の一面
をあわせ持っていたと指摘する。その上で，先住民文化が変化していくことに反対した
カーの態度は，先住民の伝統に敬意を持っていたことを表していると主張する。

7.6 観光
　ハイダ・グワイでは伐採業や漁業などが不振になるに従い，自然環境の持続可能な観
光業に経済的に依存するようになった。ハイダ・グワイの南側半分にはグワイ・ハーナ
ス国立公園と世界文化遺産があり（山越 2003b），観光業は現在のハイダ社会において重
要な産業のひとつとなっている。このため先住民が参画している観光業に関する研究が
行 わ れ て い る（McVetty and Deakin 1997; Whinety-Squire 2014; Zorilla 2000; 足 立 
2016）。
　先住民言語が世界各地と同様にハイダ・グワイでも急速に失われつつある。ホイット
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ニー＝スクワイアー（Whitney-Squire 2016）は，アイデンティティや場所・大地に深く
関係する言語と観光との関係についてハイダ・グワイを事例として検証している。コミュ
ニティに基盤を置いた観光を行う上で現地語を使用することの重要性を主張している。
観光業には予想外の社会的影響を生み出すことがあるが，ロジャーズ（Rogers 2002）は，
観光業の社会への諸影響について調査を行っている。

7.7 教育
　現代社会を生きる先住民にとって，経済的に成功するためには教育は重要な役割を果
たす。ブリティッシュ・コロンビア州では先住民の生徒の高校での出席率や数学の成績

（評価点）が非常に低い。ニール（Neel 2008）は，ハイダ・グワイの村では日常生活に
おける算数や数学の必要性に基づき，算数に興味を持たせるためのカリキュラムを作り，
そして高校数学の授業において先住民の生徒の出席率を高めかつ成績を上げるための学
習方法について調査している。
　1884年にカナダ政府はインディアン法を改正し，1885年よりポトラッチ儀礼などの実
施を禁止した。これはカナダ政府の同化施策の一端であったが，この禁止令が解除され
るまでハイダ人の古老は儀礼の知識を保持し続けた。1969年には，ハイダ・グワイで約
80年ぶりにポトラッチ儀礼が開催され，ロバート・デイヴィッドソンが制作したトーテ
ムポールが立てられた。それ以降，ハイダ人は失われかけていた知識を古老から掘り起
こそうと努力してきた。デイヴィッドソンの実践から多くのことを学んだ彼の娘のセー
ラ・フローレンス・デイヴィッドソン（Sara Florence Davidson）は教育者となり，ハイ
ダ民族の伝統は全体論的であり，関係性の上に作られ，実践的かつ連続的であるいう特
徴があり，これらを現在の教育に取り入れようと考えている（Davidson and Davidson 
2018）。
　また，ハイダ・グワイの大自然の保全を基に環境教育のモデルを構築する試みがある。
ザンドヴィリエットとブラウン（Zandvliet and Brown 2006）は，ハイダ・グワイを対
象とした生態学的枠組みを利用した環境教育について報告し，検討を加えている。また，
ハイダ人とハイダ人以外の人びとが協働してハイダ・グワイ博物館を活用した教育プロ
グラムの開発も行った。ベアード（Baird 2011）は，一般の博物館において先住民の知
識に関する教育プログラムを展開する場合は，先住民と非先住民との間に尊敬関係があ
ることが必要不可欠であると指摘する。
　ハイダ・グワイでは，地元のハイダ文化遺産センター（ハイダ・グワイ博物館）が社
会・文化的に重要な役割を果たしている。スミス（Smith 2012）は，スキドゲイト村の
ハイダ人が，文化的虐殺の歴史を乗り越えるためにハイダ文化遺産センターにおいて，
伝統文化の教育や表象化を道具として利用しながら，いかにさまざまな社会関係を維持
し，知識を守りかつ創出しているかを検証している。
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8 結語―ハイダ研究の動向と課題

　20世紀初めから1970年代にかけてのハイダ文化に関する研究は，民族誌的研究と社
会・文化変化の研究が主流であった。1970年代以降はオーソドックスな民族誌的研究が
少なくなり，先住民権や土地権，自治などの政治問題，遺骨・文化財の返還問題，環境
保護や国立公園，環境・資源管理などの生態的環境をめぐる問題，言語の復興・保全問
題，アート，観光，教育など多様な現代的テーマが研究されるようになった。また，遺
伝子分析の発達などにより考古学的遺跡から出土した遺骨などから DNAを抽出し，分
析することが可能となったために，その成果と考古学や言語学の成果とを総合して，北
アメリカ北西海岸地域への人間の移動についてより深い理解が可能となってきた。
　現在では研究方法もテーマの多様化に連動して民族学・文化人類学中心から，政治学，
法学，言語学，生態学，博物館研究，アート研究，観光学，教育学，考古学，生物学な
どの多様な研究方法が加わった。資源・環境管理の分野では，政治学者，法学者，文化
人類学者，生態学者，生物学者らが学際的研究も行うようになってきた。
　文化人類学においては，かつての中心的なテーマであった家族や親族，神話等はあま
り研究されなくなっている。その一方で，ハイダ人が直面している資源管理や教育，観
光などに係わる諸問題を解決・改善したいという強い要望があるため，問題解決に寄与
する研究が増加している。これらの研究課題は，現地コミュニティから調査許可を得や
すいことも増加の要因のひとつである。また，アート分野の研究も伝統的な儀礼具や伝
統志向のアート作品からハイダ・マンガのようなハイブリッドなアートに関する研究に
関心の中心が移行してきたと言えよう。このようにハイダ文化研究には大きな変化が見
られた。
　興味深いのは，大半の文化人類学的調査はオールド・マセットで行われており，スキ
ドゲイトでの調査研究は少ない傾向がある。これは，文化人類学者が伝統志向のより強
いコミュニティを好んで調査を実施する傾向があるからであると考える。私は，現代の
ハイダ文化の多様性を把握するためにもスキドゲイトでも文化人類学的調査を実施する
ことが必要であると考える。
　現代のハイダ文化に関する研究についてはワイスの民族誌的研究があるものの，彼は
事実関係の記述に終始しており，家族関係や親族関係，クラン制度が経済活動や儀礼活
動の組織化と実施にいかに関係しながら作動しているかといった点が十分に解明されて
いない。家族関係や親族関係，クラン制度の調査研究は，プライバシーが深く関わるた
めコミュニティから調査許可を得るのが難しい可能性が高いが，現代のハイダ文化やハ
イダ社会を理解するためには不可欠と言えるだろう。
　社会や文化は常に変化し続けている。このためハイダ民族の社会・文化変化の記録化
と分析は重要な研究課題のひとつである。ハイダ・グワイにおけるハイダ人の社会・文
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化変化の解明のみならず，ハイダ・グワイを離れ，バンクーバーやビクトリアに移住し
たハイダ人の日常生活や儀礼活動，出身地の家族との関係や相互行為の内容なども調査
すべきであると考える。
　現代のハイダ・コミュニティで民族誌的・文化人類学的調査を実施するためには，ハ
イダ・コミュニティやハイダ・グワイ博物館などハイダ関連団体に調査研究の学術的・
実践的重要性を理解してもらうことが不可欠である。その上で，ハイダ人を対等な調査
パートナーとして協働して調査を実施することが重要である。また，テーマによっては
先住民の調査者が中心となり，外部の研究者が彼らを補助するような協働研究（collab-

orative research）も増加すると考える。
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注

1 ）	 アメリカ合衆国の国勢調査では，トリンギット＝ハイダ人として統計が取られているため，ア
ラスカのハイダ人の正確な人口は不明である。2010年の国勢調査によると，トリンギット＝ハ
イダ人の総人口は26,080人であり，アラスカではユピック人（34,000人），イヌピアット人

（33,000人）に次ぐ人口規模である（Norris, Vines, and Hoeffel 2012: 17）。
2 ）	 現在のリザーブはオールド・マセット（Old Massett）と呼ばれている。現在のマセット（Mas-

set）はリザーブから 5 キロメートルほど離れた所に位置しており，先住民と非先住民の混住地
であるが，非先住民の町である。

3 ）	 現在の名称は，カナダ歴史博物館（Canadian Museum of History）である。
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